




















礎研究部門）、第 2 部門（水害防御の総合的研究部門）、第 3 部門（震害、風害など災害防
御・軽減の総合的研究部門）の 3 部門に加え、宇治川水理実験所、地殻変動観測所（桜島、
阿蘇、鳥取、潮岬等、２０箇所）の２附属施設、教授 11 人、助教授 8 人、助手 6 名、講
師 3 名、技官 4 名だったそうです。その後、社会環境の変貌による自然災害の多様化や学
問の進展とともに、社会的要求が高く新たな災害問題を研究するために、研究部門および
研究センターの整備が行われました。現在では防災研究所の研究分野は多岐にわたり、5
大研究部門（19 研究分野）、5 研究センター（19 研究領域）、15 実験所・観測所を有する
研究所へと発展をとげています。人員も（平成 14 年 10 月 1 日現在）教授 32 名、助教授























































（3） 年報の電子ファイル化作業の実施及び、ページ画像と OCR テキスト等
電子ファイルの管理 































・ Web システム、コンテンツデザイン構築 
年報や検索システムを搭載する Web システムやコンテンツデザインの構築 
＊辰己・吉田・西村・松浦 
・ 年報検索システム構築１（目次検索） 
目次が表示される HTML から年報を検索するシステムの構築 
＊多河、松浦 










(例) a00200045b2015021b01 2000 年度第 45 号 B2 の 15p～21p の論文の 1 ページ目 
左 1  書類（年報が対象なので今回はすべて a）  
左 2、3  予備桁（通常は 00） 
左 4～7  年報の作成年度 
左 8、9  号数 
左 10、11 年報の種類（A なら a0、B1 なら b1、B2 なら b2） 
左 12～14 イメージスキャンする論文の最初のページ 
左 15～17 イメージスキャンする論文の最後のページ 
左 18  ファイルの種類（b:ページ画像、t:OCR テキスト） 









OCR ソフト：WinReader8.0、読ん de!!ココ 3.0 
その他：Microsoft Access2000、VisualBasic 6.0 
（3）年報の電子ファイル化作業の実施及び、ページ画像と OCR テキスト等電子ファイルの
管理 





































（4）ページ画像から PDF ファイル形式へのファイル形式変換作業 
 この作業は、WinReader8.0 を使用し、論文単位でページ画像から画像 PDF ファイルを
作成しました。実際には、Irfan によってサイズを落とした後のページ画像を PDF ファイ
ルに変換していますので、文字の潰れ等に注意して作成する必要があります。 
（5）電子書類検索システムの構築 
 一般公開する（4）で作成した PDF は画像のみのファイルです。これは、Acrobat の英
語版では、日本語フォントが入っているとエラーが出て、文章が表示できないことが判明
したからです。画像のみの PDF ファイルなら、どのような Acrobat であっても文章が画
像で表示できるためこのようにしました。しかしこのままでは検索できません。そこで、
OCR テキストを元に検索システムの情報元をデータベース化する必要がありました。この
作業には、非常勤職員の労力 17 人月の内、3 人月を使用しました。データベース化には




 年報の目次を HTML 文章化し、それぞれの論文タイトルには、PDF ファイルへのリン
クをつける。使用方法は以下の通りです。 
まず、DPRI の左のメニューより、「防災研究所年報」をクリックし、図 1 のような画面
を出します。そして、閲覧したい年報文献を年報発行一覧より選んで、クリックします。
図 1 では、第 45 号の A をクリックしています。 
 
 
図 1 年報発行一覧ホームページ 
クリックすると、図 2 のように、HTML 文章化された目次が表示されるため、そこで閲
覧したい文献を選んでクリックすると、図 3 のように PDF ファイルが表示されます。 
 
図 2 目次検索ページ 
 






図 4 カテゴリ検索 
 すると下のように検索結果がでてきますので、図 5 のように pdf 閲覧のボタンを押すと、
図 3 のように PDF 文書が表示されます。 
 
図 5 カテゴリ検索の検索結果 
＜全文検索＞  
主に、日本語全文検索ソフトNamazuと日本語分かち書きソフトkakasiを使用します。
両方ともフリーソフトです。まず OCR テキストを元に HTML 文章を作成します。手書き
でやると 1 ヶ月以上かかりそうな作業なので、VisualBasic6.0 で変換作業プログラムを作
成し、自動変換します。これにインデックスを作成し、検索できるようにします。 
全文検索の使用方法はいたって簡単で、Yahoo、Google を始めとした Web 検索システ
ムと全く同じように検索できます。図 6 のように調査したいキーワードをテキストボック
スの中に書き込み Serch ボタンを押します。 
 
 
図 6 全文検索 
すると、図 7 のようにそれに関連した文献の一覧がでてきますので、そこで閲覧したい文
献のタイトルをクリックすると図 3 のように PDF 文書が表示されます。 
 











の Irfan Skiljan 氏が作成し、現在こちらのページ（http://www8.plala.or.jp/kusutaku/） 
で日本語版が公開されています。 
＜読ん de!!ココ＞ 











データベースサーバのフリーソフトと言えば、現在は MySQL と PostgreSQL です。両
者とも RDBMS（Relational DataBase Management System：関係データベース管理シス
テム）であり、商用データベースと比べてもひけをとらない性能をもっています。少し前


















標が平成分（第 33 号～第 45 号）までと方向転換する必要がありましたが、検索システム
のプロトタイプも 3 月に行われた発表会で公開できるまでに進み、成果として報告できま








和田様、西村様、非常勤職員 6 名の皆様方に深く感謝致します。 
